
2004年 9月 10日

国

の
審
議

会

に
よ
る

リ
サ
イ
ク

ル
の
方
向
性

は

？

環
境
省
の
中
央
環
境
審
議
会
の
廃
棄

物

・
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
は
五
月
二
人
日

開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
廃
棄

物
の
発
生
抑
制
と
再
使
用
の
推
進
の
た

め
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
あ
り
方
や
、
一
般
廃
棄
物
の
「有

料
化
」
な
ど
を
推
進
す
る
模
様
だ
。

ご
み
の
有
料
化
を
実
施
し
た
市
町
村

は
、
家
庭
系
が
四
二
％

。
事
業
系
が
七

〇
％
に
達
し
て
い
て
、
「指
定
袋
方
式
」

が
人
三
％
と
大
半
を
占
め
て
い
る
。
料

金
は
三
〇
鵬
袋
換
算
で

一
〇
～
三
〇
〇

円
と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
二
〇
～
四
〇
円

程
度
が
多
い
と
言
う
。

全
国
市
町
村
が

一
般
ご
み
の
収
集
・焼

却

・
埋
立
な
ど
に
要
す
る
費
用
は
、
二

兆
六
千
億
以
上
に
達
し
、
国
民

一
人
当

た
り
二
万
円
余
り
に
な
る
。

有
料
化
は
、
そ
の

一
部
を
負
担
す
る
こ

と
で
消
費
者
の
自
覚
を
喚
起
し
、
ご
み

減
量
化
を
促
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
廃
棄
物
の
再
生
利
用
の
推
進

策
に

つ
い
て
は
、
「廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

類
の
取
扱
で
分
別
収
集
区
分
の
考
え
方

に
つ
い
て
」
「
了
ア
リ
ア
ル
・
サ
ー

マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
の
進
め
方
」
「
処
理
施
設

整
備
促
進
の
支
援
」
な
ど
を
今
後
の
重

点
課
題
と
し
て
議
論
を
深
め
る
よ
う
だ
。

）

同
時
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

評
価

。
検
討
も
行

っ
て
い
く
と
言
う
。

容
り
法
の
検
証
は
、
施
行

一
〇
年
が

経
過
す
る

一
七
年

一
二
月
に
見
直
し
の

時
期
に
な
る
。

経
済
産
業
省
の
産
業
構
造
審
議
会

。

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
小
委
員
会
は
、
五

月
二
七
日
の
会
合
で
、
産
廃
の
適
正
処

理
に
つ
い
て

「排
出
事
業
者
適
正
処
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
や
、
国
際
資
源
循
環
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
新
設
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

適
切
な
廃
棄
物
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
検
討
す
る
。

本
審
議
会
に
お
い
て
も
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
評
価
検
討
を
加
え
見
直

し
作
業
に
入
る
と
言
う
。

環
境
省
の
中
環
審

。
経
産
省
の
産
構

審
が
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
し
て
い
る
中
に

は
、
共
通
し
た
課
題
も
多
い
よ
う
だ
が
、

特
に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
や

処
理
方
法
は
、
ア
ジ
ア
全
域
を
視
野
に

入
れ
た
資
源
循
環
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
見
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
国
内
の
埋
立
地
に
は
莫
大
な
る

宝
の
山
が
あ
る
と
中
国
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
も
注
目
し
て
い
る
。

一
方
、
世
界
の
焼
却
炉
の
七
〇
％
は

日
本
国
内
で
稼
動
し
て
い
る
と
い
う
。

完
全
な
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
施
し
、

発
電
施
設
を
兼
ね
た
ご
み
処
理
施
設
も

必
要
だ
ろ
う
が
、
清
掃
行
政
に
丸
投
げ

し
た
安
易
な
処
分
は
、
環
境
基
本
法
に

謳

っ
て
い
る

「発
生
抑
制
」
の
効
果
に

は
結
び
つ
か
な
い
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し

作
業
に
つ
い
て
も
、
各
容
器
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
か
か
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
を
改
め
て
実
証

し
、
生
産
流
通
時
の
対
応
や
経
費
負
担

を
明
確
に
し
て
再
考
し
て
頂
き
た
い
。

ビ
ー
ル
容
器
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
化
な

ど
も
メ
ー
カ
ー
の
意
向
だ
け
で
決
行
し

て
し
ま
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。

ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
Ｉ
Ｓ
０
１
４
０

０
０
の
取
得
な
ど
進
め
る
企
業
も
多
く

な

っ
て
き
た
が
、
自
企
業
内
で
は
ゴ
ミ

ゼ

ロ
体
制
を
と
り
な
が
ら
、
取
り
扱
う

商
品
の
後
処
理
に
は
全
く
無
責
任
の
と

こ
ろ
が
多
い
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
国
の
審

議
会
は
、
学
者
や
研
究
機
関
と
製
造

・

流
通
な
ど
動
脈
産
業
の
代
表
で
構
成
さ

れ
、
消
費
者
団
体
は
殆
ど
参
加
し
て
い

な
い
。
既
存
の
再
生
資
源
業
界
の
参
加

は
皆
無
で
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か
動
脈

産
業
に
都
合
の
良
い
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
る
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ
し
理
想
的

な
低

コ
ス
ト
回
収
と
再
使
用

。
再
利
用

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
し
て
き
た
毛

細
管
部
の
静
脈
産
業
が
、
日
本
の
産
業

発
展
の
礎
に
な

っ
て
き
た
こ
と
も
忘
れ

な
い
で
欲
し
い
。
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Ｔ

。
Ｋ
）
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2004年 19月 10日 ヴィーナス通信 (2)

「資源 物 抜 取 り禁 止 条例 の制 定」 に関す る請願 (要望 )書

1、 要旨
日頃、資源 リサイクル事業につきまして格段のご高配を賜 り厚 く

御礼申 し上げます。
東多摩再資源化事業協同組合は、多摩六都内で営業する資源 リサイ
クル業者が集結 した組織で、当該五市の資源回収委託事業や集団回
収事業に参入 させて頂き、市民の皆様に信頼 され る循環社会つ くり
に日夜努力し協力 して参 りました。
ところが最近、各市が制定 した 「資源の 日」に市民の皆 さんが集積
所に出 した新聞古紙やアル ミ缶を、指定された収集時間前に持ち去
る行為の 「抜取業者」が横行 し社会問題化 しています。
つきま しては、次のような理由により「資源物の抜き取 りを禁止す
る条例」の制定に向けてご尽力賜 りますようここに請願致 しますЭ
2.理由
再生資源の行政回収や集団回収は、貴市「廃棄物減量等推進審議会」
などで長期間にわたつて慎重審議 され推進されてきました。
回収 した資源物の内、有価で売却 されたものは、回収経費の一部 と
してあらか じめ組み込まれてお り、市のそ して市民の貴重な財産 と
して活かされています。
今や行政主導による資源回収事業は、すべての資源物を全市隈なく、
定期的に継続できるシステムとして全国に普及 し、わが国ごみ減量
対策の大きな柱 ともなっています。
しか し市民・行政・回収業者が一体となつて推進 してきた本事業を
妨害する抜取業者が横行 し、日増 しにその数が増えています。
抜取業者の殆 どは、他県などから越境 してきた 「その場限 りの俄か

回収業者」であ り、責任ある民間回収業者 とは程遠い窃盗犯的行為
といつても過言ではあ りません。
彼等は、新聞古紙など比較的処理 しやすいものを、 しかも回収 し易
い所だけ つまみ食い して、雑誌や雑紙 。段ボール・ 古布などゼ ロ

価に近い手間のかかるものは乱雑に残 してゆき、回収処理委託を受
けている地元業者や市の業務を著 しく妨害 しています。
行政から委託を受け、回収する業者 としても多大な損害を被ってい

るのが実情ですc

また彼 らの行為は、モラルのカケラもなく、市民の生活や学童通学
また子供達の教育などにも悪い影響を与える事態になることも懸念
されます。
なお、本条例の制定は、 23区や近県各市で進められてお り、近隣
市が条例を制定するとその周 りの市に抜取 り業者が集中するのが通
例 となっています。 これ以上の被害が重なれば行政回収の継続が不
可能にな り、地域 リサイクル事業全体の衰退にもつながる事態 も考
えられます。
市の推進 している事業を妨害 し、市民の財産を無断で持ち去る行為
を禁止する条例の制定を早急にお願い致 します。
3.請願事項
① 市が推進する再生資源の回収事業で市が指定する場所に分別 し

て出された資源物は市の所有物になることを明確に条例化して頂
きたい

② 市が推進する再生資源の回収事業で市が指定した業者以外の者
が持ち去る行為を業務妨害として取締まること条例化 して頂きた
い ^

③ さらに、一般 ごみの収集有料化にともない資源物 も戸別収集す
ることにより抜き取 り行為がほとんど行われなくなつた市 (日 野
市、青梅市など)の 例もあ り、資源物の回収方法を再検討するよ
う併せてお願いいた します。

平成 16年 8月 10日

請願人

東多摩再資源化事業協同組合
代表理事 紺野 武郎
住 所 東京都東村山市久米川町 1丁 目 16番地 18

電  言舌  042‐ 395‐ 9788

関
係
各
市
に

『
資
源
物
の
抜
取
防
止
条
例
』
制
定
を
要
請

東
多
摩
再
資
源
化
事
業
協
同
組
合
は
　
　
を
明
確
に
し
、
回
収
業
務
の
妨
害
に
な

人
月
、
小
平
市

。
東
村
山
市

。
東
久
留
　
　
る
と
し
て
条
例
制
定
の
動
き
が
強
ま

っ

米
市

・
清
瀬
市

。
西
東
京
市
な
ど
に
対
　
　
て
き
た
。
二
三
区
や
隣
接
県
の
各
市
で

し
、
行
政
回
収
に
市
民
が
出
し
た
新
聞
　
　
も
条
例
を
施
行
し
た
自
治
体
が
多
く
、

古
紙
な
ど
を
横
取
り
す
る
「抜
取
業
者
」
　

そ
の
周
囲
で
条
例
の
無
い
自
治
体
に
被

の
横
行
を
防
止
す
る
条
例
の
制
定
を
要
　
　
害
が
集
中
す
る
傾
向
に
も
あ
る
。
こ
の

請
や
要
望
を
し
た
。
「抜
取
事
件
」
は
、　
　
人
月

一
日
よ
り
所
沢
市

。
狭
山
市

・
入

全
国
的
に
社
会
問
題
化
し
て
対
応
に
苦
　
　
間
市
が
条
例
を
施
行
し
て
い
る
た
め
、

慮
し
、
各
市
町
村
で
資
源
物
の
所
有
権
　
　
そ
の
影
響
が
当
市
に
も
す
で
に
現
れ

て
い
る
。
彼
ら
は
民
間
業
者
と
い
っ
て

も
他
県
か
ら
越
境
し
て
き
て
、
欲
し
い

も
の
だ
け
持
ち
去
る

「
そ
の
場
限
り
の

俄
か
業
者
」
が
殆
ど
で
、
市
民
の
生
活

や
学
童
通
学
更
に
は
子
供
達
の
教
育
な

ど
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
兼
ね
な
い
事

態
に
も
な

っ
て
い
る
。
行
政
回
収
に
市

民
が
協
力
し
て
出
し
た
資
源
物
は
、
市

民
の
財
産
で
あ
り
市
の
所
有
物
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
し
て
、
指
定
業
者
以
外

の
者
の
持
ち
去
り
行
為
は
、
業
務
妨
害

と
し
て
取
り
締
る
条
例
の
制
定
を
早
急

に
実
施
し
て
頂
き
た
い
。
尚
、
家
庭
ご

み
収
集
の
有
料
化
に
と
も
な
い
、
ご
み

だ
け
で
な
く
資
源
物
も
戸
別
回
収
す
る

こ
と
に
よ
り
、
抜
取
防
止
の
高
い
効
果

を
上
げ
て
い
る
市

笙
日
梅
市
。
日
野
市
な

ど
）
の
例
も
あ
り
、
資
源
回
収
方
法
の
検

討
も
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
に
な

る
と
思
う
。



(3) ヴィーナス通信 2004年 9月 10日

自動車 リサイクル法が

来春スター トします !

自動車リサイクル法が必要な理由

・廃棄物の最終処分場が残 り少ないため、シュレッダーダス トを減 らすことが必要

(自 動車を解体・破砕処理 した後に残るゴミの減量 )

・新たな環境課題への対応―オゾン層の破壊、地球温暖化等の対策

(カ ーエアコンのフロン類、エアバ ッグ類への対応 )

・不法投棄、不適正処理の防止

すべての自動車所有者の皆 さま方への 2つのお願い

1.リ サイクル料金のご負担 (前払い方式)

●自動車 リサイクル法は来春から実施予定

●料金は原則、新車購入時に支払つていただくことになります

●既に販売されている車については、制度スター ト後の最初の車検時までに支払つて

いただくことになりますc

(自 動車の登録 。車検時に支払いの確認がなされます。)

●リサイクル料金の具体的な額はメーカー・輸入業者が検討中ですが、車ごとに明示され

ることになります。

※ご負担いただいた リサイクル料金は、必要な時まで第二者機関として国が指定する 「資金管理法人」

にて、高い透明性 と公開性の もとに安全確実に管理 されます。

2。 使用済自動車のヨ1取業者への引渡し

●使用済となった自動車は、自治体に登録 された引取業者 (新車 。中古車ディーラー、整

備業者、解体業者などを想定)に引渡 していただくことになります。使用済自動車は、

自動車リサイクル法のもとできちんとリサイクルされます。

【自口壼リリイリ:レ法の印 】  ⌒

壼
ロ

※

日□厚 鵬 百 の 百 ご ま DIC買理 した リフ イ フ

メーカー等が行う以下の行為に必要な贅用に

1晴
=ほ

だてられます

凛利用できる|

回収します

6野
※

リサイクル
料金

―

¬ヨE理)

=:i蒟
、:醐…

|

｀ シュレッダーダスト(自麟 tr●・muした■に開ろコミ)

のリサイクル

ヽ/
自nHメーカー

、ゝ
口A露

シ
責任をもって対応

注)自■庫リサイクル法では■則全ての中■の四軸自鵬暉が対魚となります。 (トラック・パス●OME、 商用軍を含む。)

●お日い合わせ先

経済産業省 自動車課

覇凱階 自動車リサイクル対策室

TEL:03‐ 3501‐ 1690
TEL:03‐ 5501‐3153



2004年 9月 10日 ヴィーナス通信 (4)

多
摩
Ｒ
団
連
主
催
見
学
会
に
参
加

い

わ

き

市

リ

サ

イ

ク

ル

施

設

を

視

察

し

て

去
る
七
月
九
日

（金
）
、
多
摩
り
団
連

主
催
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
わ
き
市
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
ク
リ
ン
ピ
ー
の
家
」

を
視
察
し
た
。

当
日
、
午
後
二
時
に
施
設
到
着
後
、

最
初
に
、
い
わ
き
市
か
ら
、
市
の
概
要

と
ご
み
問
題
政
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

い
わ
き
市
は
、
面
積
が

一
、
二
三

一

平
方
ｋ

ｍ
、
人
口
約
二
五
万
人
の
都
市

で
あ
る
。

ま
た
、
い
わ
き
市
で
は
、
ご
み

・
資

源
物
を
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
か

ん
類

・
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
小
型
電
気

製
品
。
金
属
類
、
粗
大
ご
み
、
古
紙
類
、

廃
乾
電
池
な
ど
の
九
種
類
の
分
別
回
収

を
行

つ
て
い
る
。

現
在
、
い
わ
き
市
の
ご
み
の
量
は
、

年
間
十
五
万
三
千
ト
ン

（平
成
十
四
年

度
、　
一
日
平
均
四
二
〇
ト
ン
、　
一
人
当

た
り

一
一
七
五

ｇ
）
で
あ
り
、
ご
み
処

理
費
用
は
、
年
間
四
九
億
三
、
四
〇
〇

万
円

（
一
家
族
当
た
り
五
五
、
〇
四
〇

円
、
ご
み
袋

一
個
当
た
り
二
五
人
円
）

か
か

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

次
に
、
い
わ
き
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ

「
ク
リ
ン
ピ
ー
の
家
」
で
の
資
源
選

別
処
理
業
務
を
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い

る
い
わ
き
市
再
生
資
源
協
同
組
合
か
ら
、

施
設
の
概
要
や
選
別
処
理
業
務
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

い
わ
き
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
ク

リ
ン
ピ
ー
の
家
」
は
、
平
成
九
年
七
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
主
に
び
ん
類

。
か
ん

類

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
選
別
処
理

を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
四
年

六
月
か
ら
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器

包
装
の
選
別
処
理
も
行

っ
て
い
る
。
施

設
の
敷
地
面
積
は
、
約
九
、
一
一〇
〇
２ｍ
ヽ

処
理
能
力
は
、　
一
日

（五
時
間
）
で
五

〇
ト
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
の
名
称

の

「
ク
リ
ン
ピ
ー
」
は
、
オ
ー
プ
ン
前

に
市
が

一
般
公
募
し
た
中
か
ら
選
ん
だ

も
の
で
、
小
学
校
五
年
生
の
女
の
子
が

考
え
た
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。

資
源
選
別
処
理
の
業
務
内
容
は
、
次

）

の
通
り
で
あ
る
ｃ
ま
ず
、
い
わ
き
市
内

で
収
集
袋

（ポ
リ
袋
）
に
入
れ
ら
れ
て

出
さ
れ
た
資
源
物
は
、
回
収
業
者
に
収

集
さ
れ
て
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
運
ば
れ
、

受
入
ホ
ッ
パ
に
投
入
さ
れ
る
。
次
に
、

自
動
破
袋
機
で
袋
を
破
袋
し
、
選
別

コ

ン
ベ
ア
に
送
ら
れ
て
作
業
員
の
手
で
、

異
物
を
除
去
し
な
が
ら
び
ん
類

。
か
ん

類

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
選
別
さ
れ
、
プ

レ
ス
加
工
さ
れ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
専
用
の
選
別
機

で
選
別
処
理
さ
れ
て
、
プ
レ
ス
加
工
さ

れ
る
。
出
来
上
が

っ
た
プ
レ
ス
物
は
、

ス
チ
ー

ル
が

一
プ

レ
ス

一
〇
Ｏ

ｋ

ｇ

（
ス
チ
ー
ル
缶
２
、
０
０
０
個
）
、
ア
ル

ミ
が

一
プ
レ
ス
四
〇
ｋ

ｇ

（
ア
ル
ミ
缶

二
、
四
〇
〇
個
）
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
が
そ
れ
ぞ
れ

一
ブ
レ
ス
四
〇
〇
ｋ

ｇ
で
あ
る
と
言
う
。

次
に
、
い
わ
き
市
再
生
資
源
協
同
組

合
は
、
組
合
員
二
九
名

（役
員
は
理
事

六
名
、
監
事
二
名
）
で
組
織
さ
れ
、
従

）

業
員
は
、
現
場
作
業
員
三
〇
名
と
事
務

局
二
名
の
合
わ
せ
て
三
二
名
を
採
用
し

て
い
る
ｃ
ま
た
、
組
合
で
は
、
い
わ
き

市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
ク
リ
ン
ピ
ー

の
家
」
で
の
委
託
業
務
の
他
、
山
田
粗

大
ご
み
処
理
施
設
で
の
委
託
業
務
も
い

わ
き
市
か
ら
請
け
負

っ
て
お
り
、
現
場

作
業
員
三
〇
名
を
両
施
設
に
派
遣
し
て

運
営
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

尚
、
い
わ
き
市
で
は
、
古
紙
回
収
な

ど
他
の
廃
棄
物
事
業
は
、
い
わ
き
市
古

紙
回
収
事
業
協
同
組
合
な
ど
、
い
わ
き

市
内
の
六

つ
の
事
業
協
同
組
合
で
行

っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

い
わ
き
市
と
い
わ
き
市
再
生
資
源
協

同
組
合
に
よ
る
説
明
終
了
後
、
施
設
内

を
案
内
し
て
い
た
だ
い
て
、
資
源
物
の

再
資
源
化
処
理
の
工
程
を
実
際
に
見
学

し
、
無
事
視
察
を
終
了
し
た
。
（柿
崎
）

いわき市リサイクルプラザ
「クリンピーの家」

選別作業の様子

説明会の様子
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去
る
五
月
十
五
日

（土
）
、
東
京

。
日

の
出
町
の
谷
戸
沢
処
分
場
で
、
多
摩
環

境
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

（東
京
都
三
多
摩

地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
組
合
主
催
）
が

行
わ
れ
、
東
村
山
市
環
境
部
の
見
学
会

に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

当
日
は
、
朝
九
時
に
東
村
山
市
役
所

前
を
、
市
が
用
意
し
た
バ
ス
で
出
発
し
、

十

一
時
に
会
場
に
到
着
し
た
。

会
場
で
は
、
熱
気
球
に
乗

っ
て
空
中

散
歩
を
体
験
す
る
催
し
や
、
手
品

・
ア

１
●
苺
モ

ニ
メ
な
ど
の
芸
能
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
て
お
り
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ

っ
て
い
た
ｃ

ま
た
、
地
元
日
の
出
町
や
東
京
都
と

関
係
外
郭
団
体
、
そ
れ
に
多
摩
地
区
各

市
が
、
地
元
の
特
産
物
や
環
境
に
優
し

い
製
品
を
売

っ
た
り
、
各
地
域
で
の
環

境

へ
の
取
り
組
み
を
展
示
し
た
り
し
て

い
た
。

我
々
当
組
合
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、

午
後
三
時
ま
で
、
多
摩
地
区
各
地
域
の

環
境

へ
の
取
り
組
み
を
勉
強
し
な
が
ら
、

会
場
内
を
自
由
に
見
学
し
て
楽
し
ん
だ
。

（古
川
敏
雄
）

環
境
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

「
天
狗
の
か
く
れ
里
」
を
観
て

・
・
・

七
月

一
七
日

（土
）
、
東
久
留
米
市
立

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
十
六
時
ｃ
主
催
、

劇
団
ふ
る
さ
と
キ

ャ
ラ
バ

ン
、
協
力

東
久
留
米
市
商
工
会
青
年
部
、
東
久
留

米
商
工
会
議
所
　
後
援
　
文
部
省
、
環

境
省
、
林
野
庁
、
東
村
山
法
人
会
青
年

部
東
久
留
米
ブ

ロ
ッ
ク

組
合
員

一
〇
名
で
見
に
行
く
¨
内
容
は

い
と
こ
同
士
の
子
供
二
人
が
夏
休
み
に

天
狗
の
里
に
迷
い
込
み
、
さ
ら
わ
れ
て

し
ま
う
が
天
狗
か
ら
森
や
川
、
動
物
の

命
な
ど
の
大
切
さ
を
習
う
。

又
、
地
球
温
暖
化
の
為
に
水
没
す
る
国
、

車
の
排
気
ガ
ス
で
空
気
が
汚
染
さ
れ
た

国
、
緑
を
取
り
戻
し
た

い
国
な
ど
、
地

球

の
危
機
を
教
え
ら
れ
地
球

の
命
を
自

分
た
ち

の
手

。
足

。
頭
を
働
か
せ
て
守

る
こ
と
を
学
ん
で
い
く
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

フ
ア
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
ｃ

生
バ

ン
ド
と
劇
は
迫
力
が
あ

っ
た
ｃ
途

中
映
写
を
混
ぜ
た
地
球

の
危
機

の
説
明

は
、
状
況
が
理
解
し
や
す
か

っ
た
。
小

学
生
が
沢
山
来

て
い
た
が
、
と
て
も
喜

ん
で
い
た
ｃ

東
久
留
米

の
三
団
体

の
青
年
部
が
実

行
委
員
を
作
り
、　
一
致
協
力
し
て
今
回

の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
開
催
し
た
ｃ
何
か

地
域
社
会

に
貢
献

で
き

る
事

は
な

い

か
？
を
考
え
て
行

っ
た
ら
し
い
。

毎
年
、
当
組
合
も
各
市
リ
サ
イ
ク

エ
ア
に
は
、
組
合
員

一
丸
と
な

っ

力
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
ミ

ジ
カ
ル
を
開
催
出
来
る
よ
う
に
、

と
手
、
足
、
頭
を
鍛
え
て
い
き
た

田
や
つ
Ｇ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
里
補

ル
フ

て
協

ユ　ーー

高 い も
志 と つ

環境 ミュージカル

「天狗のか くれ里」

多摩環境フェスティバルの様子

古
紙
回
収
率

さ
ら
に
伸
び
る

～

（平
成
十
六
年
上
半
期
）

古
紙
統
計
～

（財
）
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
ま

と
め
た
今
年

一
～
六
月
の
累
計
で
、

古
紙
回
収
率
は
六
人
．
七
％

（昨
年
同

期
比
三
．
四
％
増
）
と
高
水
準
に
な

っ

た
ｃ
特
に
四

・
五

・
六
月
は
、
七

一
～

三
％
と
驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
た
。

そ
れ
に
対
し
国
内
古
紙
利
用
率
は
六

〇
．
三
％

（同
〇
．
五
％
増
）
と
微
増

で
あ
り
、
六
月
末
の
在
庫
率
も
五
〇
．

五
％
と
約
半
月
分
の
適
正
水
準
を
保

っ

て
い
る
ｃ

一
方
、
古
紙

の
輸
出
量
は
累
計

で
、

一
二
人
万
四
千
ト

ン

（同
五
五
．
五
％

増
）
と
年
間
三
〇
〇
万
ト

ン
に
迫
る
勢

い
で
あ
る
。
全
国
的
な
行
政
回
収

の
普

及
な
ど
に
よ
る
回
収
増
と
輸
出

の
推
進

が
バ
ラ
ン
ス
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
´

し
か
し
、
輸
出
価
格
は
昨
年
後
半
よ

り
続
落
し
て
い
て
、
国
内
古
紙
価
格
も

昨
年
六
月
に
比
べ
新
聞
が
二
円
下
が
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
低
価
格
安
定
状
態

に
な

っ
て
い
る
．
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中

学

生

の

職

場

体

験

～
小
平
市
立
第
二
中
学
校
～

去
る
七
月
八
日
～
九
日
の
二
日
間
、

小
平
市
立
小
平
第
二
中
学
校
か
ら
、
職

場
体
験
と
し
て
中
学
生
が
来
組
し
、
組

合
員
の
五
つ
の
事
業
所
で
受
入
ま
し
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
は
、
先
の
ヴ
ィ

ー
ナ
ス
通
信
第
二
人
号

（
二
〇
〇
四
年

一
月

一
日
発
行
）
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、
近
年
中
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
総
合
学
習
の

一
環
で
、
地
域
の
人
々

と
の
触
れ
合
い
や
仕
事
の
体
験
を
通
し

て
、
子
供
達
の
心
を
豊
か
に
し
、
将
来

の
人
生
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。

当
組
合
が
職
場
体
験
の
中
学
生
を
受

入
れ
る
の
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
引

き
続
い
て
の
こ
と
で
、
過
去
に
も
何
回

か
受
入
れ
て
い
ま
す
。

来
組
し
た
中
学
生
は
、
村
山
君
、
渡

辺
君
、
金
君
、
酒
井
君
、
小
松
君
、
原

嶋
君
、
大
坂
君
他
三
名
の
合
わ
せ
て

一

〇
名

）
三
栄
サ
ー
ビ
ス
、
Ｊ
Ｐ
資
源
、

日
興
紙
業
、
久
米
川
紙
業
、
奥
山
商
店

の
五
つ
の
事
業
所
に
分
か
れ
て
職
場
体

験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

作
業
の
内
容
は
、
昨
年
と
同
じ
で
、

資
源
物
の
回
収
と
選
別
処
理
を
手
伝

っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
梅
雨
時

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
晴
天
で
猛

暑
に
な
り
ま
し
た
が
、
怪
我
を
し
た
り
、

熱
中
症
に
な

っ
た
中
学
生
は
お
ら
ず
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

一
生
懸
命
に
作

業
を
手
伝
い
、
全
員
無
事
に
体
験
学
習

を
乗
り
切

っ
て
い
ま
し
た
ｃ

後
日
、
職
場
体
験
を
し
た
中
学
生
か

ら
御
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

忙
し
い
中
で
体
験
学
習
を
受
入
れ
て
く

れ
た
当
組
合

へ
の
御
礼
、
各
事
業
所
で

優
し
く
指
導
に
当
た

つ
て
く
れ
た
作
業

員
に
対
す
る
感
謝
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕

事
の
苦
労
を
知

っ
た
こ
と
な
ど
が
書
か

れ
て
お
り
、
最
後
に
、
今
回
の
貴
重
な

経
験
を
将
来

の
人
生
に
生
か
し
た

い
と

い
う
た

の
も
し
い
言
葉
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。

当
組
合
と
し
て
も
、
今
回
体
験
学
習

に
来
ら
れ
た
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
、
こ

の
日
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
て
、
将

来
立
派
な
人
生
を
歩
ん
で
も
ら

い
た

い

と
願

っ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
に

一
層
興
味
を
も

つ
て
頂
け
る
こ

と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
当
組
合

で
は
、
御
要
請
が
あ
れ

ば
、

い
つ
で
も
職
場
体
験
学
習
を
喜
ん

で
受
入
れ
ま
す

の
で
、
御

一
報
下
さ

い
。

東
村

山
市

小
学
生

の

リ
サ
イ
ク

ル
体
験
教
室

を
開
催

去
る
人
月
二
十
五
日

（水
）
、
東
村
山

市
美
住
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
よ
り
、

「
子
供

エ
コ
広
場
。
子
供

エ
コ
発
見
隊
」

の
小
学
生
九
人
が
、
当
組
合
に
来
組
し
、

組
合
員
の
同
古
川
ウ

エ
ス
商
会
と
い
三

栄
サ
ー
ビ
ス
の
二
事
業
所
で
、
資
源
選

別
処
理
の
見
学
と
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
達
は
、
ま
ず
同
古
川
ウ

エ
ス
商

会
で
、
古
布
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
、
当
組

合
の
古
川
理
事
が
古
布
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、

ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入

っ
た
古
布
の
重
さ
の

計
測
や
、
ウ

エ
ス
の
裁
断
な
ど
の
作
業

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
Ｇ

次
に
、
閉
三
栄
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
古

紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
勉
強
し
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
当
組
合

の
紺
野
理

事
長
と
青
年
部

の
紺
野
琢
生
氏
が
、
古

紙

の
選
別
処
理
工
程
に

つ
い
て
、
作
業

場
内
を
案
内
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
、
古
紙

の
選
別
処
理
体
験
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ

ー
ク
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
子
供
た
ち
は
、
当
組
合

の

再
生
商
品
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

「ブ

ー
メ
ラ
ン
」
を
お
土
産
に
も
ら

つ
て
、

見
学
を
無
事
終
了
し
、
帰

っ
て
い
き
ま

し
た
。

後
日
、
今
回
の
見
学
会
を
主
催
し
た

「
子
供

エ
コ
広
場
。
子
供

エ
コ
発
見
隊
」

の
代
表

・
秋
本
幸
子
氏
よ
り
、
今
回
の

見
学
会
に

つ
い
て
次

の
よ
う
な

コ
メ
ン

ト
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

2004年 職場体験学習

l●l古川ウエス商会にて
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「
子
ど
も

エ
コ
発
見
隊
」
で

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
場
を
見
学
し
て

代
表
　
秋
本
幸
子

市
内
の
小
学
生
九
名
と
ス
タ
ッ
フ
五

名
で
、
人
月
二
五
日

（水
）
、
三
栄
サ
ー

ビ
ス
さ
ん
の
作
業
中
に
お
じ
や
ま
し
ま

し
た
。
最
初
に
私
達
が
日
に
し
た
も
の

は
、
ビ
ニ
ー
ル
の
紐
を
解
か
れ
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
に
放
り
込
ま
れ
て
い
く
古

紙
の
選
別
作
業
の
そ
の
迫
力
で
し
た
。

今
回
の
目
的
は
、
ご
み
を
減
ら
す
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
事
の
大
切
さ
を
子

ど
も
達
に
日
で
見
て
感
じ
て
も
ら
お
う

と
い
う
事
で
し
た
。

，
一れ
は
、
「
子
ど
も

エ
コ
発
見
隊
」
と
い
う
名
称
の
、
市
内

の
小
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
シ
リ
ー

ズ
講
座
の
第

一
回
目
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
講
座
は
ご
み
や
環
境
に
つ
い
て
の

見
学
や
実
験
、
作
業
を
主
と
し
た
内
容

で
月

一
回
全
六
回
の
美
住
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
で
す
。
ま
ず
は
現
状

を
見
て
ス
タ
ー
ト
と
思
い
、
秋
水
園
―

古
川
ウ

エ
ス
ー
三
栄
サ
ー
ビ
ス
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
秋
水
園
で
は
、
ご
み

の
種
類
と
量
の
多
さ
と
そ
こ
で
働
く
人

た
ち
の
大
変
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

た
だ
生
ご
み
の
悪
臭
に
は
降
参
状
態
で

し
た
。
古
川
ウ

エ
ス
で
は
、
ま
だ
着
ら

れ
る
服
が
山
積
み
に
な

っ
て
い
る
の
を

見
て
も

つ
た
い
な
い
な
あ
と
思

っ
た
そ

う
で
す
。
ウ

エ
ス
に
す
る
カ
ッ
タ
ー
を

体
験
し
て
大
喜
び
で
し
た
ｃ
三
栄
サ
ー

）

ビ
ス
で
は
、
車
や
重
機
が
行
き
交
う
中
、

選
別
か
ら
ブ
レ
ス
ま
で
の
説
明
を
受
け
、

攪
拌
機
で
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
い
る
の
に

感
心
し
た
り
写
真
を
撮

っ
た
り
、
そ
れ

ま
で
の
疲
れ
も
吹

っ
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
の
選
別
作
業
体
験
も

一
生
懸
命
考

え
て
や
り
ま
し
た
。
百
聞
は

一
見
に
し

か
ず
。
こ
の
体
験
が
ど
う
生
き
る
か
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
講
座
は
ま
だ
ま
だ

続
き
ま
す
。　
一
つ
一
つ
大
切
に
実
ら
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
協
力
し
て
下
さ

つ

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
講
演
報
告

」
―

紺
野

理
事

長
―

◎
廃
棄
物
学
会
ご
み
文
化
研
究
部
会

二
月
二
七
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

１
時
間
半
、
約
四
〇
名
参
加

ｃ

テ
ー

マ

資̈
源
回
収
事
業
の
変
遷
と

行
政
回
収
の
功
罪

要
旨
¨
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
の
変
遷
を
説
明
ｃ

鎖
国
を
し
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
封

）

建
制
度
や
身
分
制
度
も
無
し
。
万
人

が
中
流
階
級
の
大
量
消
費
社
会
で
、

再
生
資
源

の
輸
出
国
に
豹
変
し
た

ク
レ
ー
ジ
ー
日
本
に
、
「
江
戸
時
代

の
循
環
社
会
が
理
想
」
な
ど
と
振
り

返

っ
て
い
て
も
解
決
策

は
見
出
せ

缶
¨
い
。

行
政
主
導
の
資
源
回
収
、
各
種
リ
サ

イ
ク
ル
法

の
施
行
な
ど
強
制
的
な

循
環
ポ
ン
プ
の
使
用
や
む
な
し
。

行
政
主
導

の
功
罪
を
見
極
め
て
、

我

々
自
身

の
意
識
改
革
を
促
す

こ

と
に
挑
戦
の
と
き
。

質
疑

①̈
全
面
的
な
民
間
回
収
の
可
能

性
は
　
②
抜
取
業
者

の
実
態
　
③
東

資
協
五
〇
年
史
に
つ
い
て
　
④
回
収

後
残

っ
た
難
資
源
化
物
の
処
理
状
況

は
等
な
ど
。

◎
盛
岡
市
立
北
陵
中
学
生

修
学
旅
行
体
験
学
習
で
来
組

五
月
十
二
日
、
組
合
会
議
室
十
五
名

テ
ー

マ

東̈
京
都
の
リ
サ
イ
ク
ル
と

古
紙
回
収
の
現
状

体
験
学
習

古̈
紙
分
別
教
室

◎
国
際
基
督
教
大
学
高
校
　
Ｅ
Ｖ
Ｎ

（
エ
コ
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
ネ

ッ
ト
）

六
月
九
日
、
同
校
委
員
会
室
で

約
二
時
間
、
二
五
名
参
加
ｃ

テ
ー

マ

わ̈
が
国
の
三
Ｒ
政
策
と

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

要
旨

循̈
環
社
会
の
必
要
性
と
法
体
系
、

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
実
績
、

再
生
資
源
の
輸
出
入
推
移
、
石
油
争

奪
戦
激
化
が
深
刻
な
国
際
問
題
。

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
と
統
計
、

行
政
回
収
と
集
団
回
収
の
比
較
、

古
紙
回
収
の
問
題
点
（回
収

コ
ス

ト

・
難
リ
サ
イ
ク
ル
品

。
発
生
抑

制
策
）

質
疑

①̈
今
私
達
が
早
急
に
実
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

②
効
果
的
な
発
生
抑
制
策

は
　
③

国
別

一
人
あ
た
り
の
紙

の
消
費
量

④
世
界
各
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
情

⑤
製
紙
産
業
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て

◎
小
平
市
集
団
回
収
事
業
説
明
会

七
月
十
四
日
、
市
役
所
６
階
会
議
室

約
五
十
名
参
加

テ
ー

マ

資̈
源
回
収
の
現
状
と
、
集
団

回
収
及
び
行
政
回
収
に
つ
い
て

要
旨

再̈
生
資
源
の
流
通
、
古
紙
市
況
、

集
団
回
収
と
行
政
回
収
の
比
較
ほ
か

側三栄サー ビスにて

［失
言
？
名
言
？

あ
る
講
演
会
で
年
配
の
男
性
か
ら

「タ

バ

コ
の
箱
は
ど
の
よ
う
に
分
別
す
る
の

で
す
か
」
と
質
問
さ
れ
た
。

「
一
番
簡
単
な
方
法
は
、
禁
煙
す
る
こ

と
で
す
。
」
と
答
え
る
と
、
爆
笑
に
な
り

か
け
た
が
、
同
時
に
質
問
者
の
怒
り
の

声
が
飛
ん
で
き
た
。

「空
箱
は
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
て
も
、
煙

や
吸
殻
は
環
境
を
汚
し
ま
す
。
」
と
説
明

し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が

・
・
・

◎
発
生
抑
制
の
実
現
は
困
難
で
す
＾́
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第
十

一
回
通
常

総
会
開
催

去
る
五
月
十
四
日

（金
）
中
央
会
出

席
の
も
と
組
合
本
部
に
て
第
十

一
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
ｃ

ま
ず
、
司
会
の
土
井
健

一
郎
氏
の
開

会
宣
言
の
後
、
藤
本
副
理
事
長
の
開
会

の
辞
、
紺
野
理
事
長
の
挨
拶
を
経
て
、

土
井
益
二
郎
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
議

事
の
審
議
に
は
い
っ
た
ｃ

審
議
で
は
、
平
成

一
五
年
度
事
業
報

告

。
決
算
関
係
書
類
、
平
成
十
六
年
度

事
業
計
画

。
収
支
予
算
案
が
、
い
ず
れ

も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
奥
山
慎
吾

氏
の
新
任
と
他
の
現
役
員
の
再
任
が
、

満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
紺
野
理
事
長

が
代
表
理
事
に
再
任
さ
れ
た
。

議
事
の
審
議
終
了
後
、
萩
原
副
理
事
長

の
開
会
の
辞
を
も

っ
て
、
総
会
は
無
事

つ
つ
が
な
く
終
了
し
た
。

〔
理
事
長
挨
拶

要
旨
〕

組
合
創
立
十

一
年
目
に
入
り
、
新
た

な
気
概
を
も

つ
て
再
飛
躍
の
年
に
し
な

れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
も
増
し
て
、
理
想
的
な
地

域
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
研
究

。
実
践

・

普
及
を
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
と
、

変
わ
ら
ぬ
応
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
精

進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

組
合
員
各
位
の

一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

第
二
回
青
年
部
総
会
開
催

去
る
五
月
二
人
日

（金
）
、
組
合
本
部

三
階
会
議
室
に
て
、
第
二
回
青
年
部
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

各
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ
新
企
画
の
事
業

計
画
を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

）

青
年
部
長
　
土
井
　
健

一
郎

昨
年
度
は
、
組
合
設
立
１
０
周
年
記

念
式
典
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
を
し
た
他
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ

エ
ア
の

企
画
や
機
関
誌

「ヴ
イ
ー
ナ
ス
通
信
」

の
発
行
な
ど
、
従
来
か
ら
の
組
合
活
動

に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
ｃ

新
年
度
も
、
さ
ら
に
昨
年
度
以
上
に

組
合
事
業
に
貢
献
出
来
る
よ
う
活
動
し

て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
と
も
青
年
部
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
頑
張

っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

副
部
長
　
紺
野
　
琢
生

土
井
部
長
を
支
え
な
が
ら
、
青
年
部

の
実
働
の
部
分
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
く
考
え
て
お
り
ま
す
ｃ

特
に
今
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、
三

つ
の
事
業
計
画
が
同
時
進
行
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
ど
れ
も
興
味
深
く
、
組
合

の
求
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
合
致
し
て

お
り
、
何
と
か
軌
道
に
乗
せ
た
い
と
思

い
ま
す
ｃ

事
業
計
画

に

つ
い
て

『
新
し
い
回
収
方
法
の
提
案
』

幹
事
　
藤
野
　
理
広

資
源
物
を
出
す
各
家
庭
に
お
け
る
意

識
、
回
収
に
関
す
る
疑
問

。
要
望
な
ど

を
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
知
り
、

）

よ
り
よ
い
回
収
方
法
、
効
率
化
を
図
り

た

い
ｃ

回
収
業
者
、
資
源
を
出
す
家
庭
が
、

共
に
環
境
を
守
る
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
と

し
て
の
意
識
を
高
め
た

い
。

回
収
業
者
と
市
民
の
Ｅ
（生
ｔ

，
＼

こ
れ
か
ら
の
時
代

の
キ
ー
タ
ー
ム
な

の

で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

『
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
ろ

いつ
　
初
級
編
』

幹
事
　
白
戸
　
亜
矢
子

私
の
事
業
計
画
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
見
学
、
勉
強
会
な
ど
に
よ

っ
て
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
市
民
の
皆
様
に
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
出

来
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

『
リ
サ
イ
ク
ル
フ
エ
ア
の
新
企
画
』

会
計

。
事
務
　
柿
崎
　
正
則

各
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ
エ
ア
の
新
企
画

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

古
紙
分
別
ク
イ
ズ
、
パ
ネ
ル
の
展
示

な
ど
従
来
の
出
し
物
に
加
え
て
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
や
展
示
、
配
布
チ

ラ
シ
の
充
実
な
ど
の
新
企
画
を
考
え
て

い
ま
す
。

「
地
域

の
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
」
に
相
応
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
フ
エ
ア

に
出
来
る
様
、
頑
張
り
た
い
で
す
ｃ

第 11回通常総会

智il轡 :艤憔総女

事業計画を読み上げる

土井部長
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組
合
員
紹
介

Ｊ
Ｐ
資
源
株
式
会
社

東
村
山
営
業
所
長

長
澤
常
憲

私
が
生
ま
れ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
、

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
只
中
で
、

所
謂
、
団
塊
の
世
代
と
し
て
今
日
ま
で

生
き
て
参
り
ま
し
た
。
戦
中
生
ま
れ
ほ

ど
の
緊
張
感
は
持
ち
合
わ
せ
ず
、
ま
し

て
明
治
、
大
正
生
ま
れ
の
厳
格
な
家
父

長
制
度
が
崩
れ
去

っ
た
あ
と
の
時
代
に

育

つ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
の
性
格

の
な
か
に
楽
天
的
な
部
分
を
多
く
持
ち

合
わ
せ
い
て
る
と
思
い
ま
す
。

父
は
埼
玉
県
秩
父
市
三
峰
村
で
開
業
医

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
物
心

つ
い
た
こ

ろ
の
思
い
出
と
し
て
父
が
自
転
車
に
エ

ン
ジ
ン
を
付
け
た
バ
タ
バ
タ
に
乗

っ
て

家
に
出
入
り
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

こ
の
三
峰
村
は
父
が
復
員
後
疎
開
地
と

し
て
生
活
し
た
訳
で
、
地
元
と
の
血
縁

は
全
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
て
た
。

子
供
の
こ
ろ
の
こ
の
地
で
の
生
活
は
大

変
快
適
な
も
の
で
し
た
。

家
は
畑
の
真
ん
中
に
ポ
ツ
ン
と
建

つ
一

）

軒
家
で
、
家
の
前
の
畑
に
は
ネ
ギ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
、
イ
チ
ゴ
や
季
節
に
合
わ
せ

て
野
菜
が
作
ら
れ
て
お
り
、
勝
手
に
取

っ
て
も
怒
ら
れ
る
こ
と
も
無
く
、
家
の

一異
手
に
は
牛
が
飼
わ
れ
て
お
り
、
牛
を

引
い
た
り
、
そ
の
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
て

も
ら

つ
た
り
し
た
も
の
で
す
。

当
時
冬
に
な
る
と
三
峰
村
は
雪
深
く

一

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
積
も
る
こ
と
が
良
く
有

り
ま
し
た
。
冬
の
楽
し
み
は
、
猟
師
の

オ
ジ
サ
ン
が
鉄
砲
猟
で
取

っ
た
ス
ズ
メ

や
キ
ジ
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
た
。
ま
た
ミ
カ
ン
箱
に
竹
を
付
け
た

ソ
リ
で
お
寺
の
脇
の
坂
道
を
す
べ
る
こ

と
も
大
変
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
頃
の
写
真
を
見
ま
す
と
、
衣
服
は

浮
浪
児
そ
の
ま
ま
で
戦
後
の
物
資
不
足

と
貧
し
さ
の
状
況
が
良
く
判
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
子
供
心
の
な
か
に
、
貧

し
い
と
か
、
苦
し
い
と
か
の
思
い
は
全

く
無
く
、
三
峰
村
は
今
も
心
の
故
郷
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。

紙
の
商
売
と
関
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
閉
中
井
（現
　
日
本
紙
パ
ル

プ
商
事
閉
）
に
入
社
し
て
か
ら
の
事
で

す
。

就
職
し
た
昭
和
四
十
四
年
は
三
十
九
年
、

四
十
年
の
不
況
か
ら
脱
し
日
本
の
景
気

が
多
少
上
向
い
た
時
期
で
、
大
学
の
就

職
求
人
ボ
ー
ド
に
は
証
券
会
社
の
大
量

求
人
が
や
け
に
日
に
付
く
状
態
で
し
た
。

最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
新
聞
用
紙
部

）

で
し
た
。
新
聞
社
の
資
材
部
、
出
版
部

を
回
り
紙
を
売
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
、
新
人
生
の
仕
事
は
出
版
物
の
見
本

用
紙
を
紙
の
倉
庫
ま
で
取
り
に
ゆ
き
、

先
方
の
担
当
部
署
に
届
け
る
こ
と
が
主

な
業
務
で
し
た
。

ま
だ
電
卓
の
無
い
時
代
で
し
た
の
で
伝

票
を

一
枚

一
枚
得
意
先
別
に
振
り
分
け
、

一
日
の
売
り
上
げ
を
ソ
ロ
バ
ン
で
集
計

し
、
得
意
先
別
に
担
当
者
に
報
告
す
る

こ
と
も
新
人
の
仕
事
で
し
た
。

こ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
り
、
課
内
の
取

引
の
概
要
と
い
つ
、
何
が
動
く
か
、
売

値
、
仕
入
値
が
い
く
ら
な
の
か
、
早
く

理
解
で
き
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
業
務
を
し
て
い
る
な
か
で
、
あ

る
日
某
新
聞
社
よ
り
初
版
三
万
部
程
度

の
出
版
物
と
の
説
明
を
受
け
、
見
本
用

紙
を
届
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

取
り
敢
え
ず
提
出
し
た
と
こ
ろ
採
用
さ

れ
、
十
万
、
二
十
万
、
二
十
万
と
増
刷

が
続
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
短
期
間
の
増
刷
の
た
め

一
社

の
用
紙
で
は
間
に
合
わ
ず
後
半
は
他
社

の
用
紙
に
切
り
替
え
て
や

つ
と
要
望
数

量
を
納
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

出
版
前
は
丸
秘
と
い
う
こ
と
で
こ
の
出

版
物
が
何
か
を
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
本
の
題
名
は

「
日
本

列
島
改
造
論
」
田
中
角
栄
著
で
し
た
。

五
年
間
新
聞
用
紙
部
で
勤
め
、
次
に
官

公
需
部
に
異
動
し
ま
し
た
ｃ

日
本
電
信
電
話
公
社
の
電
話
帳
関
係
を

担
当
し
、
こ
の
時
、
電
話
帳
用
紙
に
古

紙
を
原
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
決
ま
り

そ
れ
ま
で
全
て
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
か
ら

作
ら
れ
て
い
た
電
話
帳
用
紙
に
古
紙
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
情
報
用
紙
部
、
仕
入
部
、
板
紙

部
、
タ
ツ
ク
紙
販
売
部
と
国
内
の
営
業

部
所
を
異
動
し
、
平
成
十
三
年

一
月
ょ

り
現
在
の
Ｊ
Ｐ
資
源
株
東
村
山
事
業
所

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
　

　

　

以
上

集
団
回
収
団
体
紹
介

（清
瀬
市
旭
ヶ
丘

団

地

自

治

会

）

団
地
は
清
瀬
の
北
東
部
に
あ
り
南
側
は

新
座
市
に
接
し
、
団
地
の
真
ん
中
を
関

越
高
速
が
走

っ
て
い
ま
す
。

一
九
六
七
年
に
入
居
が
始
ま

つ
た
そ

う
で
す
が
、
当
時
は
自
然
が
い
つ
ぱ
い

だ
が
居
住
す
る
に
は
不
便
こ
の
う
え
な

く

「陸
の
孤
島
」
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う

で
す
。

翌
年
に
自
治
会
が

つ
く
ら
れ
、　
一
九

人

一
年
、
市
の
集
団
回
収
団
体
補
助
金

制
度
開
始
に
伴
い
、
集
団
回
収
が
始
ま

り
、　
一
人
六
四
戸
の
住
民
の
方
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

回
収
方
法
は
各
棟
の
各

一
階
階
段
下
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に
資
源
物
を
出
し
て
も
ら
い
、
月
二
回
、

回
収
し
て
い
ま
す
。

一
九
八
五
年
ご
ろ
か
ら
古
紙
価
格
が

低
迷
し
だ
し
業
者
が
有
償
で
の
回
収
が

困
難
に
な
り
無
償
回
収
に
な

っ
た
が
住

民
の
協
力
と
補
助
金
の
ア
ツ
プ
が
あ
り

な
ん
と
か
維
持
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

回
収
量
は
古
紙
類
、
年
間
約
二
五
〇

ｔ
、
回
収
補
助
金
は
事
務
局
費
や
広
報

費
、
活
動
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
て
、

自
治
会
予
算
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
回
収
補

助
金

の
値
下
げ
な
ど
あ
り
補
助
金
額
が

三
年
前
か
ら
減
少
し
て
い
て
自
治
会

の

運
営
に
も
影
響
し
て
い
る
と

い
う

こ
と

で
し
た
。

今
年
度
に
入
り
さ
ら
に

一
円
下
げ
ら

れ
た
た
め

「値
下
げ
撤
回
の
要
求
を
し

た

い
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
は
ア
ル
ミ
缶
，
古
布
の
回
収
を

増
や
し
た
い
と
言
う
こ
と
で
、
ア
ル
ミ

缶
や
古
布
は
市
の
回
収
に
出
さ
ず
集
団

回
収
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
の

チ
ラ
シ
を
配
る
そ
う
で
す
。

集
団
回
収
は
住
民
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
業
者
サ
イ
ド
か
ら
も
協
力
宜
し

く
お
願
い
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

（回
収
業
者
　
小
畑
商
店
）

行
事

・
行
動

五
月
】

一
日

‥
定
例
理
事
会

二
日

‥
盛
岡
北
陵
中
学
生
来
組

三
日

‥
中
央
会
総
会

四
日

‥
第
十

一
回
通
常
総
会

五
日

‥
多
摩
環
境
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

一
人

日

‥
日
資
連
総
会

‥
Ｒ
Ｃ
責
任
者
会
議

‥
Ｊ
Ｐ
フ
オ
ー
ラ
ム

‥
多
摩

Ｒ
団
連
総
会

‥
東
資
協
総
会

‥
青
年
部
会

‥
抜
取
問
題
協
議
会

‥
古
紙
セ
ン
タ
ー
業
務
委

‥
青
年
部
第

二
回
総
会

【
六
月
】

九
日

‥
Ｉ
Ｃ
Ｕ
高
校
で
講
演

一
〇
日

‥
古
紙
セ
ン
タ
ー
業
務
委

一
一
日

‥
定
例
理
事
会

一
三
日

‥
日
資
連
全
国
大
会

（熱
海
）

）

四
日

‥
段
ボ
ー
ル
協
議
会
総
会

二
日

‥
抜
取
問
題
協
議
会

三
日

‥
中
央
会
組
織
委

四
日

‥
Ｒ
Ｃ
責
任
者
会
議

八
日

‥
青
年
部
会

九
日

‥
広
報
委
員
会

○
日

‥
中
央
会
役
員
会

【
七
月
】

八
日

‥
小
平
三
中
生
職
場
体
験
学
習

九
日

‥
多
摩
Ｒ
団
連
視
察

い
わ
き
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ

「
ク
リ
ン
ピ
ー
の
家
」

二
日

‥
定
例
理
事
会

四
日

‥
小
平
市
集
団
回
収
代
表
者
会

議
で
講
演

一
七
日

‥
環
境
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
視
察

‥
日
資
連
理
事
会

一
九
日

‥
財
務
委
員
会

二
三
日

‥
広
報
委
員
会

‥
Ｒ
Ｃ
責
任
者
会
議

二
四
日

‥
関
資
連
理
事
会

二
九
日

‥
古
紙
セ
ン
タ
ー
業
務
委

三

一
日

‥
組
合
員
家
族
慰
安
会

【
人
月
】

二
日

‥
小
平
市
廃
棄
物
減
量
審

六
日

‥
Ｒ
Ｃ
責
任
者
会
議

九
日

‥
青
年
部
会

一
一
日

‥
定
例
理
事
会

一
人
口

‥
広
報
委
員
会

二
三
日

‥
青
年
部
会

）

編

集

後

コ

Ｌ

一〓

ロ

戦
争
の
傷
跡
、
恨
み
、
憎
し
み
は
半

世
紀
以
上
立

っ
て
も
消
え
な
い
。
通
常

の
生
活
や
、
仕
事
中
に
は
出
て
こ
な
い

感
情
も
、
集
団
で
興
奮
す
る
事
が
あ
る

と
、　
一
気
に
出
て
く
る
。
ア
ジ
ア
カ
ッ

プ
を
観
て
い
て
と
て
も
複
雑
な
気
持
ち

に
な

っ
た
。
仕
事
の
関
係
で
数
回
中
国

に
行

っ
た
が
、
行
く
た
び
に
好
き
に
な

っ
て
い
た
の
に
残
念
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
の
関
係
で
は
、
お
互
い
必
要
な
関
係

に
な

っ
て
い
る
の
に
、
政
治
面
で
の
つ

き
あ
い
が
う
ま
く
い
つ
て
い
な
い
様
で

あ
る
。
小
さ
な
商
い
で
は
あ
る
が
、
古

紙
の
輸
出
も
相
手
国
の
人
が
望
む
品
質

の
も
の
を
送
り
、
信
頼
を
損
ね
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
製
紙
の

機
械
は
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
だ
と
思
う
。

日
本
で
溶
け
な
い
原
料
は
他
で
も
溶
け

る
事
は
な
い
。
ビ

ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
紙
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
の
日
本
選
手
の
活

躍
に
感
銘
を
受
け
る
日
が
続
い
た
。
メ

ダ
ル
を
勝
ち
取

っ
た
選
手
の
苦
労
や
努

力
し
た
話
を
聞
き
な
が
ら
、
日
の
丸
掲

揚
の
シ
ー
ン
を
観
て
い
る
と
な
お
さ
ら

で
あ
る
。
仕
事
で
つ
ら
い
事
や
、
苦
し

い
事
も
多
い
が
、
新
た
な
夢
を
持

っ
て

働
い
て
い
き
た
い
。

（吉
浦
）

清瀬市旭ヶ丘団地自治会の集団回収
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日 日 日 日 日 日
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